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北海道 東京都 神奈川県 愛知県 京都府 大阪府 兵庫県 福岡県

2025.4までの
経過年月数

1992.10.1
(H4)

2025.4.1
(R7)

1995.12.1
(H7)

2025.1.1
(R7)

2006.4.1
(H18)

2016.4.1
(H28)

2013.4.1
(H25)

1993.4.1
(H5)

（注）　（　　）内は、財政事情等により報酬等を減額している都道府県における減額後の額を示す。

＜参考＞
区　分 総理大臣 国務大臣 副大臣 大臣政務官 議　　長 副　議　長 議　　員

203.8 148.6 142.6 121.6
(201.6) (147.0) (141.0) (120.3)

↑　国会議員から任命された内閣総理大臣等は、当分の間、改定前の額（下段の額）に据え置くこととされた。

国

32年6月

１　主要都道府県　特別職の報酬等の月額（2025年４月１日現在）

改定年月日（知事）

福岡県 32年0月

京都府 19年0月

大阪府 9年0月

兵庫県 12年0月

0年0月

神奈川県 29年4月

愛知県 0年3月

北海道
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北海道 東京都 神奈川県 愛知県 京都府 大阪府 兵庫県 福岡県

(98.2)

(118.9)

(65.1)

(72.1)

(96.6)

(81.9)

(106.4）

(84.0)

(92.4)

(89.3)

(100.0）

(93.8）■ 知 事

▲ 副議長

□ 副知事

▲ 議 長

△ 議 員

（単位：万円）

＜大阪府知事の給料について（2016年～）＞

◆退職手当を廃止し、廃止前の一任期（４年）

分の額を１か月相当に割り戻して給料の額に

算入するとともに、過去の累積改定率を参考

にして、2016年度から給料の額を引き上げた。

131.0

退職手当相当額算入前

（2016.4.1）の給料月額

（96.6）

(95.7)

２位

２位

４位→３位

３位→２位

１位

２位

３位

４位→５位
137.9→141.1
(110.3)  （112.9）

５位→４位

120.9→123.7

109.3→111.8
(106.0)  (109.6)

106.4→108.8

97.7→99.9

146.0→147.6
(73.0)   (73.8)

127.4→128.8
(101.9)   (103.0)

119.2→120.5

115.0→116.2
(92.0)   (93.0)

102.5→103.6
(82.0)   (82.9)

愛知県及び東京都が増額改定
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　（注）　（　　）内は、財政事情等により報酬等を減額している都道府県における減額後の額を示す。

＜参考＞

区　分 総　理　大　臣 国　務　大　臣 副　大　臣 大臣政務官 議　　長 副　議　長 議　　員

4,123 3,006 2,885 2,460

(4,061) (2,961) (2,841) (2,424)
↑　国会議員から任命された内閣総理大臣等は、当分の間、改定前の額・率に据え置くこととされたため、年額は下段の（　）のとおりである。

２　主要都道府県　特別職の報酬等の年額（2025年４月１日現在）

国 3,674 2,682 2,191

2,346

2,732

2,393

2,526 2,482

2,403

1,972 2,102

1,896

1,945

1,836 1,879
1,870

2,185

1,895 1,758

1,945
1,922

1,768

1,892

1,744
1,712

1,675
1,659

1,530

1,699

1,625

1,546
1,496 1,507

1,400

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

3,200

2,523→2,593
(2,192) (2,254)

（1,819）

（2,201）

（1,211）

（1,341）

（1,607）

（1,523）

（1,768）

（1,448）

（1,601）

（1,740）

（1,671）

（1,782）

（単位：万円）

■ 知 事

（単位：万円）

△ 議 員

▲ 副議長

▲ 議 長

□ 副知事

３位→２位

報酬等の年額＝（報酬（給料）＋地域手当（※））×12月＋ボーナス

※地域における民間の賃金水準との均衡を図ることを目的とする手当

（議員は非常勤であるため支給されない）

2,274
退職手当相当額算入前（Ｈ27.4.1）

の給料月額を基に算出

（1,642）

３位→２位

４位→３位

３位（1,627）

３位

2,000→2,054
(1,960) (2,027)

2,047→2,103

1,801→1,850

1,654→1,699

１位

２位

３位→４位

５位

北海道 東京都 神奈川県 愛知県 京都府 大阪府 兵庫県 福岡県

2,966→3,036
(1,483)   (1,518)

2,422→2,479

2,175→2,227
(1,740)   (1,782)

1,964→2,009
(1,571)  (1,608)

1,750→1,792
(1,400)   (1,433)
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北 海 道

東 京 都

神 奈 川県

愛 知 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

福 岡 県

３　主要都道府県　特別職の報酬等の抑制措置（2025年4月1日現在）

ボーナス例月 管理職手当

管理職

ボーナス

区分 その他一般職
議長・副議長・議員知事 副知事

△３０％

△３０％ △３０％

△８％

△３０％

△４％

△２０％ △２％

△３０％

△８％

△８％△３０％ △１０％

ボーナス

△２０％△５０％ △５０％

△１３％

△２０％

例月 ボーナス

△１３％△３０％

例月

一般職の抑制措置の状況

例月 ボーナス 例月

△４％

△１５％
議　長△7.4％
副議長△6.2％
議　員△4.5％

△2～1.5％

△１５％
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(１) 報酬等の月額及び年額 　　 (２) 過去の改定経過

　　(３) 抑制措置

（注）　　（　　）内は、財政事情等により報酬等を減額している団体における減額後の額を示す。

４　東海四県・名古屋市　特別職の報酬等（2025年4月1日現在）

2,307 

2,210 

2,294 

2,849 

1,756 

1,761 1,804 

2,021 

1,825 

1,743 

1,874 

2,043 

1,584 1,554 
1,593 

1,778 

1,464 1,433 1,471 

1,633 

134.0
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102.0
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愛知県 岐阜県 三重県 静岡県 名古屋市

137.9→141.1
（110.3） (112.9)

（84.2）

（91.6）

（104.1）

（50.0）

（1,455）

（1,800）

（800）

（1,584）

■ 知 事
（市 長）

▲ 副議長

□ 副知事

（副市長）

▲ 議 長

△ 議 員

知 事

副議長

副知事

議 長

議 員

愛知県

(単位：万円)
(単位：万円)

128.0→130.0

102.0→103.6

101.0→102.5

90.0→91.4

83.0→84.3

130.1→134.9

106.3→110.2

102.3→106.1

90.4→93.7

83.4→86.5

110.0→105.2

2025.4までの
経過月数

2025.1.1 2025(R7).1 [4年9月]
(R7) 2020(R2).4 [5年0月]

1994.12.1 1994(H6).12 [3年0月]
(H6) 1991(H3).12 [3年0月]

2025.4.1 2025(R7).4 [18年0月]

(R7) 2007(H19).4 [1年0月]

2025.4.1 2025(R7).4 [9年0月]
(R7) 2016(H28).4 [4年0月]

2010.4.1 2010(H22).4 [3年0月]
(H22) 2007(H19).4 [1年0月]

三重県 0年0月

静岡県 0年0月

名古屋市 15年0月

改定年月日（知事・市長）
過去の改定経過

[前回改定からの経過年月数]

愛知県 0年3月

岐阜県 30年4月

例　月 ボーナス 例　月 ボーナス

愛　知　県 △20％ △2％

岐　阜　県

三　重　県

静　岡　県

名 古 屋 市 定額支給 定額支給

区　分
知　　　事 副　知　事

例　月 ボーナス

議長・副議長・議員

市　　　長 副　市　長

△15％

月 額 年 額

月 額

年 額

≪名古屋市の市長給与の抑制措置について≫

「市長の給与の特例に関する条例」を制定し、条例本則の規定にかかわらず、

次のとおり支給

①給料月額：50万円

②期末手当：6月期及び12月期ともに100万円

③地域手当：支給しない

④退職手当：支給しない

年額800万

120.9→123.7

109.3→111.8
（106.0） (109.6)   

106.4→108.8

97.7→99.9

2,593
(2,254)

2,103

2,054
(2,027)

1,850

1,699
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５ 愛知県の県内総生産等及び名古屋市の消費者物価指数の推移 
 

 

⑴ 愛知県の県内総生産（名目）及び県民所得の推移 
 2020年度 2021年度 2022年度 

全国順位 金  額 全国順位 金  額 全国順位 金  額 

県内総生産（名目） ３位 39,620,283百万円 ３位 40,517,317百万円 ３位 43,083,104百万円 

１人当たり県民所得 ２位 343.1万円 ２位 360.4万円 ２位 381.9万円 

 注１ 順位は、全都道府県中におけるものである。 
  ２ １人当たり県民所得＝（雇用者報酬＋財産所得＋企業所得）÷都道府県人口【県民経済計算推計方法ガイドライン：内閣府】 
 
 
⑵ 消費者物価指数（総合・名古屋市）の推移 

年 月 
2024年 2025年 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 

前年同月比(％) 2.6  2.7  3.0  3.2  3.5  3.0  2.7  3.3  4.4  4.6  4.1  3.9  3.5  3.8  3.5  
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（単位：万円）
年　度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025
(改定日) (H9) (H10) (H11) (H12) (H13) (H14) (H15) (H16) (H17) (H18) (H19) (H20) (H21) (H22) (H23) (H24) (H25) (H26) (H27) (H28) (H29) (H30) (H31) (R2) (R3) (R4) (R5) (R6) (R7)

区　分 (7/1) (12/1) ('07/1/1) (4/1) (4/1) ('25/1/1)

154.0 150.9 140.3 135.4 137.9 141.1

122.0 119.6 111.2 107.3 109.3 111.8

125.0 122.5 120.9 123.7

110.0 107.8 106.4 108.8

101.0 99.0 97.7 99.9

知事・副知事 知事
▲7.00% 知事・副知事 ＋1.85%

議員 ▲3.5% 副知事
▲1.30% ＋1.86%

4年3月 6年5月 3年1月 8年3月 5年0月 4年9月

６　愛知県　特別職の報酬等改定経過（本来額）[1997(平成9)年度以降]

＋4.85% ▲2.00% ＋2.34%

前回改定からの
経 過 年 月 数

副議長

知 事

副知事

議 長

議 員

平均改定率
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７ 愛知県 特別職の報酬等改定の考え方 

 

年 度 
項 目 

1997～2003 
(H9～15) 

2004 
(H16) 

2005 
(H17) 

2006 (H18) 2007・
08 

(H19・
20) 

2009 
(H21) 

2010 
(H22) 

2011 
(H23) 

2012
～14 
(H24
～26) 

2015 (H27) 
2016 
(H28) 

2017
～19 
(H29
～R1) 

2020 (R2) 
2021・22 
(R3・4) 

2023 
(R5) 

2024 
(R6) 

2025 
(R7) 給与構造改革

<2006.4.1> 給与改定 
総合的見直し 
<2015.4.1> 給与改定 

配分見直し 
<2020.4.1> 

給与
改定 

指定職給料表の 
改定率 － 

改定 

なし 
△0.30% △6.70% 

改定 

なし 

改定 

なし 
△0.32% 1.05% 

0.02% 
（H24.4 

実施）

改定 

なし 

△3.5% 
(同率相当の地域 

手当を引上げ) 
0.08% 0.15% 

改定 

なし 

1.9% 
(同率相当の地域 

手当を引下げ) 

改定 

なし 
改定 
なし 

0.27% 1.08% 2.79% 

指定職給料表の 

前回改定からの 

累積改定率 

累積 

△1.71% 
  0 △0.30% 

[累積改定率] △0.30% 

[給与構造改革] △6.70% 
  0 △0.32% 0.73% 0.75% 

 

 0.83% 0.98% 

 

  

 

1.25% 2.34% 2.79% 

特別職の 

平均改定率 △2.0%   
△7.00% 

(議員△1.30%) 
     

知事・副知事 
△3.5% 

   
知事・副知事 

1.9% 
 

  

2.34%  

適 用 日 2003.12.1   2007.1.1      2015.4.1    2020.4.1  
  

2025.1.1  

 
 

 

 

 

⇒ これまで、指定職給料表の改定率が累積で２%程度に達した場合を改定の目安としている。 

【2015年の総合的見直しと2020 年の配分見直しについて】 

○ 一般職の改定に合わせ、給料と地域手当の配分を見直したものであり、給与全体の水準を変更するものではないため、累積改定率を考慮した見直

しとは別に整理した。 

○ 議員には地域手当が支給されないため、議員報酬の改定は実施していない。 
 
※ 地域手当とは、2006年に国家公務員に準じて導入した手当で、国では、地域ごとの民間賃金水準が適切に反映されるよう市町村ごとに支給割合（０～２０％）が定

められている。 

  本県では、人事異動の実態等も踏まえ、国の基準を本県職員に当てはめて加重平均した範囲内で、県内一律の支給割合（現在 給料月額×８．５％）としている。 

本年の指定職給料表の改定率は＋2.79％であり、特別職の報酬等を改定する目安としてい
る±２％を超えている。 
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